
 

「ケヤキ､ムク､エノキの違い」を説く石谷講師 

「チーバくん」と会の皆さん 

（右から二人目中山代表） 

 

広畠真知子講師 

平成 30 年 7 月 15 日             ちば里山新聞（第 53 号）                   (1) 

 

 

 

 

 

 

 

「森の不思議・楽しさ」を学びました 

ちば里山カレッジ開講 6月 24日 

平成 30 年度のちば里山カレッジが開講し、第 1 回目のカリキュラ

ムが、6 月 24 日（日）袖ケ浦市の会場（千葉県緑化推進拠点施設）で

行われました。講座は、定員を大きく超過する状況の中、午前中は「森

の不思議」というテーマで広畠真知子氏（森林インストラクター）の講

義、午後は石松成子氏（同）及び石谷栄次氏（樹木医）の説明で場内

100 種の樹木の特徴や見分け方についてレクチャーを受けました。 

広畠講師は、千葉市都市緑化植物園のみどりの相談所で花や植物に関する相

談業務長く携わっていた方で、「森の中にいて心地よく感じること、これこそ森

の楽しみ方ではないでしょうか。木漏れ日の差す森、スギの立ち並ぶスギ林、

と人によって心地よさを感じる風景はさまざまです。あなた流の森の楽しみ方

を探しましょう」と呼びかけました。午後は 2 時間 30 分かけて樹木 100 種

を観察し、樹木の持つ特徴、樹皮、幹、葉の表裏、似たもの同士の見分け方な

どを学びました。 

講座は12月2日の最終回までさまざまなカリキュラムで計 5回にわたって 

実施されます。応募の方はちば里山センターへどうぞ。 

里山再生で初の県知事感謝状 

 カタクリの里再生と環境保全 － 風呂の前里山保存会 

「風呂の前里山保存会」（正会員・市原市）に、平成 30年度

千葉県環境功労者知事感謝状が贈られました。長年にわたっ

て、南限といわれるカタクリを軸にさまざまな里山の植物の

再生を通じて自然環境保全を進めるとともに、活動地域の活

用により自然の大切さの啓発に努めたことが評価されたもの

で、授賞伝達式は 6月 8日県庁本庁 5Ｆ大会議室で行われま

した。 

感謝状を受けた中山美代子代表は、「私たちの活動が評価さ

れて大変にうれしくまた光栄に思います。次世代を担う子供

たちに、地域の貴重な自然財産をふる里の自然として残して

いきたいと願っています。」と喜びを語りました。 
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（写真㊤：講演会では熱心な質疑が行われました） 
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H29事業報告・決算、H30事業計画・予算案など承認 

6月 17日 ちば里山センター通常総会 

今年度の通常総会が、6 月 17 日(日)13 時から千葉県緑化推進拠点施設研修室で開催され、H29 年度事業報告・

決算、H30 年度事業計画・予算案が、それぞれ原案通り可決承認されました。また、小林正幸理事の退任に伴い新た

に小池英憲氏が選任されました。議長は菅原和雄氏（椎の森里山会代表）。 

講演会 「森林環境税」に多くの質問 

 総会のあとの講演会では、「森林環境税」について森林課森

林政策室栗山室長から現段階における状況報告があり、活発な

質疑が行われました。講師からは、里山関連団体としては市町

村の理解と協力を促すとともに、ちば里山センターを軸にした

県や市町村との情報連携の推進が求められるのではないかと

のアドバイスがあり、示唆に富んだ講演会となりました。 

交流会 新会員の紹介など懇親を深めました 

 交流懇親会は、15 時から同じ会場で行われました。宴たけなわになって、ことし新たに会員になった団体がそれぞ

れあいさつし、フィールドや活動の紹介を行いました。

そのほか、若々しい会員を紹介する団体もあり、注目

を集めました。会は、16 時 30 分ごろ、きさらづ里

山の会・柴崎氏の発声による一丁締めでお開きとなり

ました。 

（写真㊧：新会員のあいさつに耳を傾ける参加者の皆さん） 

 

 

講座・講演会名・講師 内容 日時 会場 受講料 募集人数・申込 

スズメバチ安全対策講座 

講師：松戸里やま応援団  

高木喜久雄氏 

スズメバチ被害にあっ

た体験談と安全対策

を学ぶ。 

8/8（水） 

10時～12 時 

千葉市生涯学習

センター3F 研

修室 1 

 

無料 

30 名 

8/6 までに申込 

チェーンソーを使用した立木の伐木

講習会 （修了証の発行なし） 

講師：千葉県森林組合南部支所 

  木村正敏氏 

現場で樹木の伐木を

学ぶ。 

10/13（土） 

※雨天の場合 

14（日） 

10時～16 時 

ｱﾀｯｸｺﾞﾙﾌ木更津

付近の森 

（木更津 市 ） 

 

2,000 円 

20 名 

10/5 までに申込 

刈払機作業者に係わる安全衛生教

育（資格取得講習会・修了証発行） 

講師：千葉県森林組合南部支所 

  木村正敏氏 

H12 年労働基準局発

第 66 号通達 

学科 5ｈ、実技 1ｈ 

9/2（日） 

9 時～16 時 

雨天実施 

ちば里山センター 

（袖 ケ浦 市 ） 

 

10,600 円 

15 名 

8/20 までに 

申込書必着 

チェーンソーを用いる伐木等の業務

に係わる特別講習会 

（資格取得講習会・修了証発行） 

講師：千葉県森林組合南部支所 

  木村正敏氏 

労働安全衛生規則

（S47 労号）第 36 条 

第 1項第 8号該当 

学科 8ｈ、実技 8ｈ 

11/11（日）18(日) 

（2 日間） 

※両日受講必須 

8時～17 時 

旧内田小学校 

（市原市） 

 

 

15,100 円 

15 名 

10/31までに 

申込書必着 

 安全を追求しよう
1 に安全、2 に安全…里山活動に関する様々な講座・講演会を開催しています。 

◆申込書は、ちば里山センターＨＰからダウンロード可。http://chiba-satoyama.net/ 

 

 

http://chiba-satoyama.net/


里山じまん① 

きみつ里山活動ネットワーク 

 

中学生の地域学習 

                     ちば里山新聞（第 53 号）                   （3） 

数十の団体が連携して活動 

「きみつ里山活動ネットワーク」は、君津市内で多様な活動をしている数十の

団体が連携して活動を行っています。個別の団体がネットワーク組織を構成し点

から面の活動を目指す―ここが特徴です。同ネットワーク事務局長の尾形さん

（里山センター理事）に話を伺いました。 

  契 機  きっかけは、個別の活動には限界があると感じていた矢先、「里山シ

ンポジウム 2015」が君津で行われることになり、行政を含む地域の連携した行

動が求められました。おかげさまで雰囲気が盛り上がり、この大会で採択された「里山宣言」を踏まえ、ネットワー

クが組織化されたものです。 

 活 動  構成団体が相互に情報を発信しながら、年一回の事例発表会を軸に、里山体験バスツアーや森林整備機器

講習会、講演会や学習会、市行事（育樹祭・緑化祭）の支援や企画などを行っています。最近では、子供たちが里山

の魅力について学ぶことができるよう、地域の小中学校との連携・しくみづくりが進められています。ここでは、ネ

ットワークの「人材バンク」が大いに機能しています。 

 今 後  忘れ去られた里山の魅力や価値を皆さんと一緒に発見しそれを共有し、多くの人々が里山に出かける「に

ぎわいのある里山」を目指して活動を進めていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）                   ちば里山新聞（第 53 号）           平成 30 年 7 月 15 日 

あなたの里山団体の「特徴」を紹介していただくコーナーです。里山の立地や植

生、活動の仕方、運営体制など“ならでは”の“強み”を語って下さい。 

■ 稲刈りイベント「昔の田舎体験」 

日時 8 月 25 日（土） ※時間要確認 

■ 堂谷の里自然観察会 

日時 10 月 27日（土）9：30～12：00 参加費 100円 

場所 谷当里山パーク（千葉市若葉区谷当町） 

申込・問合せ ＮＰＯ法人バランス 21 

☎０９０-９９７０-４８８８（担当・ひるま） 

ＨＰ http://balance21.jimdo.com 

■ 里山の昆虫観察会(一泊二日) 

日時 8 月 4 日（土）～5日（日）16：00～翌日 9：00 

参加費 大人 4,000 円 小学生 2,000 円 

■ トンボの観察会 

日時 9月 30 日（日）13：30～16：00 

参加費 500円  

■ 谷津田のお米作り・稲刈り 

日時 ９月８日（土）・９日（日）両日 10:00～16：00 

参加費 大人 2,500 円 小学生 1,000 円 

■ 谷津田のお米作り・収穫祭 

日時 10月 13 日（土）・14日（日）両日 10:00～16：00 

参加費 大人 2,500 円 小学生 1,000 円 

■ キノコの観察会と秋の収穫体験 

日時 10月 21（日）10:00～16:00 

参加費 大人 2,500 円 小学生 1,000 円 

※未就学児童の参加費は無料 

場所 袖ケ浦市川原井 

申込・問合せ 曹洞宗真光寺内 『上総自然学校』 

☎０４３８-７５-７４１４ 

ＨＰhttp://shinko-ji.jp/satoyama/schedule.html 

■ ＲＣＮ里山おもしろ講座  

第 2回 8/4(土) 「そうふけ色に染めて（草木染め）」 

第 3 回 9/1（土） 「キノコってな～に」 

第 4回 11/3（土） 「素敵な森をつくるには」 

第 5回 12/1（土） 「教えて、木の育て方」 

受講料 大人 1,000円 学生 500円※第 2 回材料費あり 

■ 森の音楽会 

日時 10月 27日（土）※時間要確認 参加費 無料 

場所 印西市高花６町目東自治会集会所と隣接の「草深の森」 

申込・問合せ ＮＰＯ法人ラーバン千葉ネットワーク 

☎０４７６-３７-６４１９（10 時～18 時） 

メール  info@rcn-forum.org 

＊事務局に回答のあったものの中から 8 月～11 月に実施されるイベントの紹介です。他団体の情報等はちば里山センター事務局にお尋ねください。 

里山イベントに参加しませんか   ☆ＨＰ随時更新。        バナーでもイベント紹介をしています。 ちば里山 people 

http://shinko-ji.jp/satoyama/schedule.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～編集後記～～～ 七夕である。千葉県は竹林が多く、ボランティアが必死に間伐をしているが、追いつかないし、

切った竹の処分にも苦戦している。一方、七夕飾りの竹を欲しがっている子どもたち。買えば、けっこうな値段がする。だっ

たら、これを結び付ければいいじゃないか。児童館や学童クラブの要望に応えて、ボランティアが竹を間伐し、市役所のトラ

ックで配ってもらう「七夕プロジェクト」。今年も子どもたちが大喜びをしてくれた。そこから発展して次は夏休みの竹細工イ

ベントだ。子どもたちの笑顔を見ること。それがボランティアのエネルギーである。（た） 

入会申し込み・問い合わせ先 

特定非営利活動法人 ちば里山センター 

〒299-0265 千葉県袖ケ浦市長浦拓 2号 580-148☎0438-62-8895 FAX0438-62-8896（平日 9：00～17：00） 

 E-mail info@chiba-satoyama.net   HP http://www.chiba-satoyama.net/ 

里 山 の 風 に ゆ ら れ て ⑨ 

 

チダケサシ＜乳茸刺＞ ユキノシタ科 

今年は早くにも梅雨明けしましたが、暑い夏に向かうこ

の頃に水辺で薄紫色の花穂を立てて風にゆられているの

がチダケサシです。信州地方では採れた乳茸をこの茎に

刺して持ち帰ったのでこの名前があるようです。 

（写真・文 赤松義雄 Ｈ30.6.28 袖ケ浦市椎の森にて） 

「森のつくり方」で悩んでいないですか？ 

里山巡回相談無料受付中！ 

 こんな森にしたい、あんな森にしたい・・・など、里山整備（森

林保全）活動を進めながら、あれこれお悩みのみなさん案外

多いのではないでしょうか。ちば里山センターでは、千葉県農

林総合研究センター森林研究所の専門家による指導を希望

される方の申し込みを受付けています。 

申込方法は、団体名及び氏名、連絡先、希望日時、相談内

容、簡単な現場までの地図を添付し、メールか FAX で、どうぞ

お気軽にご相談下さい。 

申込・お問合せ先 ちば里山センター 

☎ 0438-62-8895 FAX 0438-62-8895 

E-mail info@chiba-satoyama.net 

 

“スズメバチ対策 12項目”  

●ハチに刺されないために 

① ハチの巣に近づかない 

② 白っぽい服装、肌を出さない 

 ③ 厚手の着衣、肌を出さない 

 ④ スズメバチ用殺虫剤用意 

 ⑤ トラップを仕掛ける 

 ⑥ ハチ退治は是か非か 

 ●刺された時の対処法 

 ⑦ 虫刺され薬の携帯 

 ⑧ アナフィラキーショックへの対応 

 ⑨ アレルギーチェックの受診 

 ⑩ ポイズンリムーバーの常備 

 ⑪ 119 番通報に必要なフィールドの住所・近所の目印確認 

 ⑫ 家族への緊急連絡先の携帯 

 

■日時：毎月第３土曜日９時半〜   ■参加費：無料  

■場所：千葉県長生郡近辺の竹林 

詳細はホームページをご確認ください 

NPO 法人竹もりの里 http://takemori.org 

☎: 0475-47-4348／MAIL:info@takemori.org 

ＳＥＦ ボランティア 

5月 15日、松戸市

女性センターゆう

まつどで行なわれ

た松戸里やま応

援団、松戸市共催

の「里やま活動安

全講習会」での高

木喜久雄講師の

レジメから抜粋 

mailto:info@chiba-satoyama.net
http://www.chiba-satoyama.net/
mailto:info@chiba-satoyama.net

